
合気道の介護方法（膝を支えてあげる）と工業用薄型エアージャッキでお尻をあげて膝を前にし、

ビニールの幕を張って、膝を支えることで、1 人で立てたり、介護の方が支えるだけで、立ったり車

いすなどに移乗してもらえる。

薄型エアージャッキにポータブル空気入れを組み合わせたり、一連の仕組みで実用新案を提出しま

した。

2025年３月 第８３回 全日本学生児童発明くふう展 「入選」
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本作品「ピタッ！とサポート台」は、麻痺や筋力低下などにより両手での作業が困難な方でも、紙

を安定して固定し、書字や裁断といった日常動作を安全かつ効率的に行える自助具である。さらに、

スライド式機構を採用することで対象物の厚さに応じた調節が可能となり、使用場面の幅を広げ

ている。シンプルで扱いやすく、幅広い利用者に有用である。片手での作業がしんどい・難しいと

いった方でも簡単に片手での作業ができ、作業効率の向上・煩わしい作業の代替・それらに伴った

ストレスの軽減などの効果が見込める。
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脳卒中片麻痺患者では、麻痺側への注意低下や半側空間無視により、食事や机上作業中にコップや

食器などの物品を机から落としてしまうことがある。さらに、落下した物品を拾うための前屈動作は

転倒リスクを高める要因となる。本作品では、机の端に後付けできる簡易ガードを提案し、机上物品

の落下防止と安全な食事・作業環境の提供を目的とした。

本作品は腕の動きを妨げない高さで設置でき、着脱や持ち運びも容易である。対象は脳卒中片麻

痺患者、半側空間無視を有する患者、高齢者、上肢操作能力が低下した患者とする。これにより、物

品落下の防止、食事動作の安全性向上、前屈動作の減少による転倒予防、麻痺側への注意喚起、介

助負担の軽減が期待される。既存の落下防止器具が全面的な囲いや一般的な滑落防止を目的として

いるのに対し、本作品は麻痺側への注意低下に着目し、必要側のみに簡便に設置できる点に新規性

がある。
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生活に溶け込む音環境を提供する、家族団らんのための隠れた拡声システムである。高齢の家族に

補聴器の着用を強制することなく、日常の会話をスムーズにするためにマイクとスピーカーを生活雑

貨に内蔵したシステムである。

話し手側はぬいぐるみに装着しているマイクに話す。聞き手側はティッシュボックスから自然に音が

聞こえてくるという形を取ることで、お互いに介護者と被介護者の意識を持たずに自然な音量での

会話を実現するものである。
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現代社会では、福祉機器を含め、電池を使用する機器が多く使われており、我々の日常生活を支え

ている。しかし、手指機能が低下した障害者にとって、指先の細かい動きが必要とされる電池交換の

動作は困難となる。

本作品は、こうした課題を解決するために開発した手指機能障害者対応 乾電池交換補助具である。

持ち手部分は安全性が高く軽い樹脂粘土を採用し、重量45gの軽量設計とした。最大の特徴は、あ

まり力がなくても乾電池を簡単に出し入れできる機構と、多様な手の状態に対応した形状で握りや

すく抜けにくい持ち手である。大学の授業で学んだ、筋緊張でも”手が開いた状態” ”強く握った状

態”など、人によって手指の状態は様々であることを踏まえ、幅広い利用者を想定した。

これにより、より多くの障害者が電池交換を自力で行えるようになり、日常生活の自立支援とQOL

の向上を期待する。また、同時に介助者の負担軽減も期待したい。
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保護膜

滑り止め
持ち手



【目的】 

「3-in-1レターエイド」は、片麻痺により両手を用いて作業をすることが難しい方を主な対象とし、片手でも

手紙を出せるようになることを目的とした自助具です。

【特徴】

便箋を「折る」、折った便箋を封筒「押さえて」入れる、封筒の蓋を「折る」「貼る」という一連の工程をサポー

トします。

【効果】

これにより、従来は介助が必要だった手紙の準備を、使用者のみで行えるようになります。特徴として、材

料が比較的安価で簡単に揃えられること、板の素材が軽量でありながら高い耐久力を誇ること、耐薬性に

優れているため消毒が可能であること、作成の工程が簡単である為だれでも作成でき普及が可能です。
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本作品は、片側上肢切断者を対象とした腕の見た目を補うシルエット補正用具である。本格的な義

手は高価で重く、初期コストや長時間の装着の観点で負担となる場合がある。本作品はスティックバ

ルーンを用いることで、数百円程度の材料費かつ容易な構成で軽量なシルエット補正用具を実現し

た。衣服の下に装着することで腕の欠損に伴って袖の形状が崩れることを抑え、外観上の違和感を

軽減し、自然な外観を再現できる。
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図1 Airアームの有無の比較

図２Airアームの装着例

肩パッド（評価対象外）
に取り付けた様子



「燕返し」はペーパーホルダーに取り付ける自助具である。これを取り付けると、トイレットペーパー

を下に引き下ろした後、そのまま上へ持ち上げるという動作で、片手でも切ることができる。この動

作から「燕返し」と名付けた。一般的なペーパーホルダーで紙を切る動作は片手しか使えない人には

困難である。そこで私たちはペーパーホルダーに上からばねにより伸縮可能なホルダー取り付け用

爪を引っ掛けて取り付ける、通称「燕返し」を開発した。従来、ホルダー自体が軽いことや刃が十分に

鋭くないことにより紙が固定されず上手く切れない。しかし、この自助具は上から取り付け、先端部

に重りが付いているため刃で紙を切ることができる。刃は内側に向かって出ているため手を怪我す

る可能性も低くなる。また、上から引っ掛ける動作のみで持ち運びも可能なので、商業施設のトイレ

でも使うことができる。
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高齢者による対話ロボットの利用は、孤独感の軽減や認知機能の維持に役立つとされている。しか

し、既存の対話ロボットは、ユーザーが発話してからロボットが応答を開始するまでに遅延が生じや

すく、その待機時間中にリアクション（表情・仕草）が無いため、違和感や不安を覚えやすい。本作品

「ココマ」は、この問題を解決し、人間同士が行うような心地よい対話体験を提供する。

ココマは高齢者の話に耳を傾け、応答までの間、リアルタイムに表情や仕草で「受け取り・考える素

振り」を示すことで、ユーザーに「相手が考えてくれている」と感じさせる。これにより、不自然な待機

時間が心地よい「間」に変わり、安心感と信頼感が生まれ、自然な対話体験が実現される。

このアプローチは高齢者が使う対話ロボットに限定されず、発達支援や教育支援など、人間らしい

インタラクションが求められる分野に応用可能である。
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「洋服かける君」は、片手でハンガーに服をかけることができる自助具です。上肢の片麻痺、上肢切

断、末梢神経損傷、骨折などで片手が使いにくい人でも、Tシャツや上着、ワイシャツなどをハンガー

にかけ、洗濯物を干したりクローゼットに服をしまうことができます。木の板で高さを出してハンガー

が浮く構造にすることで、服を通しやすく片手でもかけやすい工夫をしています。また、クリップでハ

ンガーを固定し、滑り止めとしてマウスパッドを貼り付けることで安定して使用できます。机などの平

らな場所があれば簡単に使え、日常生活動作の自立を支援する道具です。
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片麻痺の方は、トイレットペーパーを巻き取ることが困難に感じる方もいらっしゃると思われます。

そこで、片麻痺があったとしても、トイレットペーパーを巻き取る自助具があれば、生活がより良くな

ると考え、制作しました。それが、”ラクラク取り巻く取り麻くん”です！！（取り麻くんの”麻”は、麻痺

の”麻”を意味しています！！）
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